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｢朝敵｣からの脱却
- 『太平記』巻十五の構成と展開-
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『源氏物語』の二つの死と季節表現･-･--･･-------高　橋　美穂子(ll)

『古今著聞集』の一考察(上)
一随身説話をめぐって-

『隻注和名類熟抄』の毒注部分における俗語､

方言についての考察

山路の露注釈(五)
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